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2012年8月23日 

日本原子力学会「バックエンド部会」主催 

第28回「バックエンド」夏期セミナー 

パネルディスカッション －環境修復に対するバックエンド部会の役割－ 
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福島県HPより 



良好な関係を築くために前提となるスキル 

• 聴くスキル：相手を理解する 
・ 相手に対して興味がある 

   

• 話すスキル：自己を伝える 
・ 明確に話ができる ・ 愛嬌がある 

・ 親しみやすい ・的確なたとえ話を用いることができる 

 

• 解釈するスキル：自己と他者の立場から、問題

や状況を適切に把握できるスキル 
・ 空気が読める   ・ 協調性がある 

・ 頭の回転が速い 
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聴くスキル：相手を理解する 

• 事故以前 

▫ 原子力発電はどのように思われているか 

• 事故後（さらに考えなければならないこと） 

▫ どのような状況に置かれているのか 

▫ 事故に関係する情報はどのように届いているか 

（どのように受け止められているか） 
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より 



どのような状況に置かれているか？ 

• 避難した／していない 

• 避難しているか／していないか 

▫ 帰宅できる／できない 

• 子どもがいる／いない 

• 家族が離散している／していない 

• 保持している情報の正確性 

• 仕事について 

▫ 現在、職がある／ない 

▫ 事故影響の度合い 
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・・・等、状況は多種多様である。 



どのように受け止めましたか？ 
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ただちに影響は
ありません 

http://www.google.co.jp/imgres?q=%E6%9E%9D%E9%87%8E%E3%80%80%E5%86%99%E7%9C%9F&hl=ja&sa=X&rlz=1T4ADFA_jaJP492JP493&biw=1018&bih=569&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=2zAvN25mbnH1EM:&imgrefurl=http://jap

anese.joins.com/article/418/138418.html&docid=-mfFxf-wzUAMUM&imgurl=http://japanese.joins.com/upload/images/2011/03/20110323101730-

1.jpg&w=250&h=250&ei=CnUgUP2EIeajiAf224GIBA&zoom=1&iact=hc&vpx=232&vpy=228&dur=1570&hovh=200&hovw=200&tx=138&ty=197&sig=114973258337567351157&page=2&tbnh=166&tbnw=166&start=21&ndsp=15&ved=1t:429,r:1

1,s:21,i:174より 



受け止め方の違い 

• 「ただちに影響はない」（の晩発影響について） 

 
▫ いまはだいじょうぶ。でも、その後は・・・。 

 

 

▫ 累積量が問題なので、一時的に摂取したからといって 
問題ではない。 

▫ 確定的な影響があるわけではなく、あくまで確率的で 
の影響の範囲である。 

→今後の被ばく量や累積被ばく量の調査結果を見て、 

 より適切なコメントが必要。 
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どのように受け止めましたか？ 
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低線量被ばくの影響は
わかっていません 

http://www.google.co.jp/imgres?q=%E6%9E%9D%E9%87%8E%E3%80%80%E5%86%99%E7%9C%9F&hl=ja&sa=X&rlz=1T4ADFA_jaJP492JP493&biw=1018&bih=569&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=2zAvN25mbnH1EM:&imgrefurl=http://jap

anese.joins.com/article/418/138418.html&docid=-mfFxf-wzUAMUM&imgurl=http://japanese.joins.com/upload/images/2011/03/20110323101730-

1.jpg&w=250&h=250&ei=CnUgUP2EIeajiAf224GIBA&zoom=1&iact=hc&vpx=232&vpy=228&dur=1570&hovh=200&hovw=200&tx=138&ty=197&sig=114973258337567351157&page=2&tbnh=166&tbnw=166&start=21&ndsp=15&ved=1t:429,r:1

1,s:21,i:174より 



受け止め方の違い 

• 「低線量被ばくの影響はわかっていない」 
 
▫ 低線量被ばくと健康の関係は研究されていない。 
▫ 非常に大きな影響があるかもしれない。 

▫ 今はわかっていないが、いつか恐ろしいことが起き
るかもしれない。 
 

▫ 低線量被ばくと健康の間に、現在までの調査では、
明瞭な相関がみられない。 

▫ 他の要因による誤差に隠れていて、疫学的な調査と
しては、その影響を検出できない。 

10 



事故および事故影響は 

どのように受け止められているか 

• 連想 
日常的な人間の精神活動に見られる（主に）無意識的な働き。 

 

• 刺激等価性 
刺激Aと刺激Bを自動的に等価とみなす。 

＝「AならばB」と学習すると自動的に「BならばA」と結論する。 
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りんご（音声） 

りんご（文字） 



誤解が生じている例 

• 事故によってはじめて被ばくした。 

• 事故によってはじめて内部被ばくしている。 

• １mSv／年以上は危険である。 

• 子どもは少しの放射線でも危険である。 

• 放射線を浴びるとガンになる。 

• ガンは被ばくによってのみ起きる。 

• 内部被ばくは外部被ばくより危険である。 

• 食品の規制値は安全基準である。 

• チェルノブイリで起きたことが、福島（日本）でも起きる。 

• 現在の空間線量がいつまでも続く（あるいは、30年でやっと

半分になる） 
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例：仮置き場への理解促進に向けて 

• 放射性物質の置き場＝危険 

▫ なぜ作るのか 

▫ どういうものなのか 

 

 

• 「仮」とは名ばかり？ 

▫ 中間貯蔵施設→最終処分施設の速やかな決定 
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http://www.jti.co.jp/sstyle/manners/bunen/kiso/space/kokoroe/index.html 



良好なコミュニケーションのために 
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自 分 

相 手 
背景を 

理解する／伝える 

判断は個々！ 
 

状況 

気持ち 
科学的
データ 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=6406
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適度な体重管理 

近くでたばこを吸わない 

塩分を取りすぎない 

野菜をしっかり食べる 

酒を呑み過ぎない 

たばこを吸わない 

運動をする 



コミュニケーションには・・・ 

• 残念ながらこれをすればよい！という魔法はない。 

• ただし，これをしてはダメはある。まず重要なのは
「聞く」こと。理解すること。 

• 専門家は，「データ」に基づいて話す。批判を恐れ
てはいけない（ただし適切なタイミングや表現等に
は気を付ける）。→信頼が構築できると，データの
読み取り方等，幅を広げていくことも可能。 

• コミュニケーションが成功すると，「一緒」にでき
る。相手を巻き込める！ 
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福島の現状を変えることができる！ 


